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Cisco Nexus 9336C-FX2

概要

Cisco Nexus 9336C-FX2ストレージスイッチのインストールと設定の概要

Cisco Nexus 9336C-FX2ストレージスイッチは、Cisco Nexus 9000プラットフォームの
一部であり、ネットアップシステムキャビネットに設置できます。ストレージスイッチ
を使用すると、SAN（ストレージエリアネットワーク）内のサーバとストレージアレイ
の間でデータをルーティングできます。

初期設定の概要

ONTAP を実行しているシステムでCisco Nexus 9336C-FX2スイッチを初期設定するには、次の手順を実行し
ます。

1. "ケーブル接続ワークシートに記入"。

2. "スイッチを設置します"。

3. "スイッチを設定します"。

4. "ネットアップキャビネットにスイッチを設置"。

構成に応じて、Cisco Nexus 9336C-FX2スイッチとパススルーパネルは、スイッチに付属の標準ブラケッ
トを使用してネットアップキャビネットに設置できます。

5. "NX-OSおよびRCFのインストールを準備します"。

6. "NX-OS ソフトウェアをインストールします"。

7. "RCF構成ファイルをインストールします"。

Nexus 9336C-FX2スイッチを初めてセットアップしたあとに、RCFをインストールします。この手順を使
用して、 RCF のバージョンをアップグレードすることもできます。

追加情報

インストールまたはメンテナンスを開始する前に、次の点を確認してください。

• "設定要件"

• "コンポーネントとパーツ番号"

• "必要なドキュメント"

• "Smart Call Homeの要件"

Cisco Nexus 9336C-FX2ストレージスイッチの構成要件

Cisco Nexus 9336C-FX2スイッチの設置とメンテナンスについては、設定とネットワー
クの要件を確認してください。
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ONTAP のサポート

ONTAP 9.9.9..1 から、 Cisco Nexus 9336C-FX2 スイッチを使用して、ストレージとクラスタの機能を共有ス
イッチ構成に組み合わせることができます。

3 つ以上のノードで ONTAP クラスタを構築する場合は、サポートされている 2 つのネットワークスイッチが
必要です。

設定要件

構成には、スイッチに適した数とタイプのケーブルとコネクタが必要です。

最初に設定するスイッチのタイプに応じて、付属のコンソールケーブルを使用してスイッチのコンソールポー
トに接続する必要があります。また、特定のネットワーク情報を指定する必要があります。

ネットワーク要件

すべてのスイッチ設定には、次のネットワーク情報が必要です。

• 管理ネットワークトラフィック用の IP サブネット

• 各ストレージシステムコントローラおよび該当するすべてのスイッチのホスト名と IP アドレス

• ほとんどのストレージシステムコントローラは、イーサネットサービスポート（レンチマーク）に接続す
ることで、 e0M インターフェイスを介して管理されます。AFF A800 および AFF A700s システムでは、
e0M インターフェイスは専用のイーサネットポートを使用します。

• を参照してください "Hardware Universe" 最新情報については、を参照してください。

スイッチの初期設定の詳細については、次のガイドを参照してください。 "『 Cisco Nexus 9336C-FX2

Installation and Upgrade Guide 』"。

Cisco Nexus 9336C-FX2ストレージスイッチのコンポーネントとパーツ番号

Cisco Nexus 9336C-FX2スイッチの設置とメンテナンスについては、コンポーネントと
部品番号のリストを確認してください。

次の表に、 9336C-FX2 スイッチ、ファン、および電源装置の部品番号と概要を示します。

パーツ番号 説明

X190200-CS-PE N9K-9336C-FX2 、 CS 、 PTSX 、 36PT10/25/40/100GQSFP28

X190200-CS-PI N9K-9336C-FX2 、 CS 、 PSIN 、 36PT10/25/40/100GQSFP28

X190210-FE-PE のこと N9K-9336C 、 FTE 、 PTSX 、 36PT10/25/40/100GQSFP28

X190210-FE-PI N9K-9336C 、 FTE 、 PSIN 、 36PT10/25/40/100GQSFP28

X190002 アクセサリキット X190001/X190003
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パーツ番号 説明

X-NXA-PAC1100W-PE2 N9K-9336C AC 1100W PSU - ポート側排気

X-NXA-PAC1100W-PI2 N9K-9336C AC 1100W PSU - ポート側吸気

X-NXA-FAN-65CFM-pe N9K-9336C 65CFM 、ポート側排気

X-NXA-FAN-65CFM-pi N9K-9336C 65CFM 、ポート側吸気

Cisco Nexus 9336C-FX2ストレージスイッチのドキュメント要件

Cisco Nexus 9336C-FX2スイッチの設置とメンテナンスについては、特定のスイッチと
コントローラのマニュアルを参照して、Cisco 9336-FX2スイッチとONTAP クラスタを
セットアップしてください。

スイッチのドキュメント

Cisco Nexus 9336C-FX2スイッチをセットアップするには、から次のマニュアルを入手する必要があります
"Cisco Nexus 9000 シリーズスイッチのサポート" ページ

ドキュメントタイトル 説明

_ Nexus 9000 Series Hardware

Installation Guide _
サイト要件、スイッチハードウェアの詳細、およびインストールオプシ
ョンに関する詳細情報を提供します。

_Cisco Nexus 9000 Series Switch

Software Configuration Guides _ （
スイッチにインストールされてい
る NX-OS リリースのガイドを選択
）

スイッチを ONTAP 動作用に設定する前に必要なスイッチの初期設定に
関する情報を提供します。

_Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-

OS ソフトウェアアップグレードお
よびダウングレードガイド _ （ス
イッチにインストールされている
NX-OS リリースのガイドを選択）

必要に応じてスイッチを ONTAP 対応スイッチソフトウェアにダウング
レードする方法について説明します。

_Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-

OS コマンドリファレンスマスター
インデックス _

シスコが提供するさまざまなコマンドリファレンスへのリンクを示しま
す。

_Cisco Nexus 9000 MIB リファレ
ンス _

Nexus 9000 スイッチの管理情報ベース（ MIB ）ファイルについて説明
します。
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ドキュメントタイトル 説明

_Nexus 9000 シリーズ NX-OS シ
ステムメッセージリファレンス _

Cisco Nexus 9000 シリーズスイッチのシステムメッセージ、情報メッ
セージ、およびリンク、内部ハードウェア、またはシステムソフトウェ
アの問題の診断に役立つその他のメッセージについて説明します。

_Cisco Nexus 9000 Series NX-OS

Release Notes （スイッチにイン
ストールされている NX-OS リリー
スのノートを選択） _

Cisco Nexus 9000 シリーズの機能、バグ、および制限事項について説
明します。

Cisco Nexus 9000 シリーズの適合
規格および安全性に関する情報

Nexus 9000 シリーズスイッチの国際的な適合規格、安全性、および法
令に関する情報を提供します。

ONTAP システムのドキュメント

ONTAP システムをセットアップするには、使用しているオペレーティングシステムのバージョンに応じて、
で次のドキュメントを参照する必要があります "ONTAP 9 ドキュメンテーション・センター"。

名前 説明

コントローラ固有の設置およびセ
ットアップ手順 _

ネットアップハードウェアの設置方法について説明します。

ONTAP のドキュメント ONTAP リリースのすべての側面に関する詳細情報を提供します。

"Hardware Universe" ネットアップハードウェアの構成と互換性に関する情報を提供します。

レールキットおよびキャビネットのドキュメント

Cisco 9336-FX2スイッチをネットアップキャビネットに設置するには、次のハードウェアマニュアルを参照
してください。

名前 説明

"『 42U System Cabinet 、 Deep

Guide 』を参照してください"

42U システムキャビネットに関連する FRU について説明し、メンテナ
ンスおよび FRU の交換手順を示します。

"NetAppキャビネットにCisco

9336-FX2スイッチを設置します"

4ポストのネットアップキャビネットにCisco Nexus 9336C-FX2スイッ
チを設置する方法について説明します。

Smart Call Homeの要件

Smart Call Home機能を使用するには、次のガイドラインを確認してください。

Smart Call Homeは、ネットワーク上のハードウェアおよびソフトウェアコンポーネントを監視します。重要
なシステム構成が行われると、Eメールベースの通知が生成され、デスティネーションプロファイルで設定さ
れているすべての受信者にアラートが送信されます。Smart Call Homeを使用するには、Eメールを使用し
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てSmart Call Homeシステムと通信するようにクラスタネットワークスイッチを設定する必要があります。
また、オプションでクラスタネットワークスイッチを設定して、シスコの組み込みSmart Call Homeサポート
機能を利用することもできます。

Smart Call Homeを使用する前に、次の考慮事項に留意してください。

• E メールサーバが配置されている必要があります。

• スイッチは、 E メールサーバに IP 接続されている必要があります。

• 連絡先名（ SNMP サーバの連絡先）、電話番号、住所情報が設定されている必要があります。これは、
受信したメッセージの送信元を判別するために必要です。

• 会社の適切な Cisco SMARTnet サービス契約に、 CCO ID を関連付ける必要があります。

• デバイスを登録するには、 Cisco SMARTnet サービスが導入されている必要があります。

。 "シスコサポートサイト" Smart Call Homeを設定するコマンドについて説明します。

ハードウェアを設置

9336C-FX2ストレージスイッチを取り付けます

Cisco Nexus 9336C-FX2ストレージスイッチを取り付けるには、次の手順 に従います。

必要なもの

• インストールサイトでHTTP、FTP、またはTFTPサーバにアクセスし、該当するNX-OSおよびリファレン
ス構成ファイル（RCF）リリースをダウンロードします。

• 該当するNX-OSバージョン（からダウンロード） "シスコソフトウェアのダウンロード" ページ

• 該当するライセンス、ネットワークおよび設定情報、ケーブル。

• 完了しました "ケーブル接続ワークシート"。

• 該当するネットアップクラスタネットワークと管理ネットワークのRCFをNetApp Support Site からダウ
ンロードしました "mysupport.netapp.com"。すべての Cisco クラスタネットワークスイッチおよび管理ネ
ットワークスイッチは、シスコの工場出荷時のデフォルト設定で出荷されます。これらのスイッチには、
NX-OS ソフトウェアの最新バージョンもありますが、 RCF はロードされていません。

• 必要なスイッチのドキュメントを参照してください "必要なドキュメント" を参照してください。

手順

1. クラスタネットワークと管理ネットワークのスイッチとコントローラをラックに設置します。

設置対象 作業

NetApp システムキャビネット内
の Cisco Nexus 9336C-FX2

を参照してください "ネットアップキャビネットにスイッチを設置"

スイッチをネットアップキャビネットに設置する手順については、を
参照してください。

Telco ラック内の機器 スイッチのハードウェア設置ガイド、およびネットアップのセットア
ップガイドに記載されている手順を参照してください。
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2. 入力済みのケーブル接続ワークシートを使用して、クラスタネットワークスイッチと管理ネットワークス
イッチをコントローラにケーブル接続します。

3. クラスタネットワークと管理ネットワークのスイッチとコントローラの電源をオンにします。

次の手順

に進みます "Cisco Nexus 9336C-FX2ストレージスイッチを設定します"。

9336C-FX2ストレージスイッチを設定します

Cisco Nexus 9336C-FX2スイッチを設定するには、次の手順 に従います。

必要なもの

• インストールサイトでHTTP、FTP、またはTFTPサーバにアクセスし、該当するNX-OSおよびリファレン
ス構成ファイル（RCF）リリースをダウンロードします。

• 該当するNX-OSバージョン（からダウンロード） "シスコソフトウェアのダウンロード" ページ

• 該当するライセンス、ネットワークおよび設定情報、ケーブル。

• 完了しました "ケーブル接続ワークシート"。

• 該当するネットアップクラスタネットワークと管理ネットワークのRCFをNetApp Support Site からダウ
ンロードしました "mysupport.netapp.com"。すべての Cisco クラスタネットワークスイッチおよび管理ネ
ットワークスイッチは、シスコの工場出荷時のデフォルト設定で出荷されます。これらのスイッチには、
NX-OS ソフトウェアの最新バージョンもありますが、 RCF はロードされていません。

• 必要なスイッチのドキュメントを参照してください "必要なドキュメント" を参照してください。

手順

1. クラスタネットワークスイッチの初期設定を実行する。

スイッチの初回ブート時に、次の初期セットアップに関する質問に適切な回答を入力します。サイトのセ
キュリティポリシーでは、有効にする応答とサービスを定義しています。

プロンプト 応答

自動プロビジョニングを中止して
通常のセットアップを続行します
か？（はい / いいえ）

• yes * と応答します。デフォルトは no です

セキュアなパスワード標準を適用
しますか？（はい / いいえ）

• yes * と応答します。デフォルトは yes です。

admin のパスワードを入力しま
す。

デフォルトのパスワードは「 admin 」です。新しい強力なパスワー
ドを作成する必要があります。脆弱なパスワードは拒否される可能性
があります。

基本設定ダイアログを開きますか
？（はい / いいえ）

スイッチの初期設定時に * yes * と応答します。
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プロンプト 応答

別のログインアカウントを作成し
ますか？（はい / いいえ）

回答は、代替管理者に関するサイトのポリシーに依存します。デフォ
ルトは * no * です。

読み取り専用の SNMP コミュニ
ティストリングを設定しますか？
（はい / いいえ）

• no * と応答します。デフォルトは no です

読み取り / 書き込み SNMP コミ
ュニティストリングを設定します
か？（はい / いいえ）

• no * と応答します。デフォルトは no です

スイッチ名を入力します。 スイッチ名は 63 文字までの英数字に制限されます。

アウトオブバンド（ mgmt0 ）管
理構成で続行しますか。（はい /

いいえ）

そのプロンプトで * yes * （デフォルト）と応答します。mgmt0 IPv4

address: プロンプトで、 IP アドレス ip_address を入力します

default-gateway を設定？（はい /

いいえ）

• yes * と応答します。default-gateway: プロンプトの IPv4 アドレ
スに、 default_gateway と入力します。

IP の詳細オプションを設定します
か？（はい / いいえ）

• no * と応答します。デフォルトは no です

Telnet サービスを有効にしますか
？（はい / いいえ）

• no * と応答します。デフォルトは no です

SSH サービスを有効にしたか？
（はい / いいえ）

• yes * と応答します。デフォルトは yes です。

ログ収集機能にクラスタスイッチヘルスモニタ（
CSHM ）を使用する場合は、 SSH が推奨されます。
セキュリティを強化するには、 SSHv2 も推奨されま
す。

生成する SSH キーのタイプを入
力します（ DSA/RSA/rsa1 ）。

デフォルトは * rsa* です。

キービット数（ 1024~2048 ）を
入力します。

1024～2048のキービット数を入力します。

NTP サーバを設定？（はい / いい
え）

• no * と応答します。デフォルトは no です

デフォルトのインターフェイスレ
イヤの設定（L3/L2）

• L2 * と応答します。デフォルトは L2 です。
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プロンプト 応答

デフォルトのスイッチポートイン
ターフェイスステートの設定
（shut / noshut）

noshut * と応答します。デフォルトは noshut です。

CoPPシステムプロファイルの設
定（strict/moderm/lenenter/dense
）

• strict * と応答します。デフォルトは strict です。

設定を編集しますか？（はい / い
いえ）

この時点で新しい設定が表示されます。入力した設定を確認し、必要
な変更を行います。設定に問題がなければ、プロンプトで「 * no * 」
と応答します。設定を編集する場合は、 * yes * と応答します。

この設定を使用して保存しますか
？（はい / いいえ）

• yes * と応答して、設定を保存します。これにより、キックスタ
ートイメージとシステムイメージが自動的に更新されます。

この段階で設定を保存しないと、次回スイッチをリブ
ートしたときに変更が有効になりません。

2. セットアップの最後に表示される画面で選択した設定を確認し、設定を保存します。

3. クラスタネットワークスイッチのバージョンを確認し、必要に応じてからネットアップ対応バージョンの
ソフトウェアをスイッチにダウンロードします "シスコソフトウェアのダウンロード" ページ

次の手順

必要に応じて、を実行できます "Cisco Nexus 9336C-FX2スイッチをネットアップキャビネットに設置します
"。それ以外の場合は、に進みます "NX-OSおよびRCFのインストールを準備します"。

Cisco Nexus 9336C-FX2スイッチをネットアップキャビネットに設置します

構成によっては、Cisco Nexus 9336C-FX2スイッチとパススルーパネルをネットアップ
キャビネットに設置する必要がある場合があります。スイッチには標準ブラケットが付
属しています。

必要なもの

• 各スイッチについて、 8 本の 10-32 ネジまたは 12-24 ネジとクリップナットを用意して、ブラケットとス
ライダレールを前面および背面のキャビネットポストに取り付ける必要があります。

• スイッチをネットアップキャビネットに設置するには、 Cisco 標準レールキットを使用する必要がありま
す。

ジャンパコードはパススルーキットには含まれていないため、スイッチに付属しています。ス
イッチが付属していない場合は、ネットアップから発注できます（部品番号 X1558A-R6 ）。

必要なドキュメント

の初期準備要件、キットの内容、および安全上の注意事項を確認してください "『 Cisco Nexus 9000 Series

Hardware Installation Guide 』"。
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手順

1. ネットアップキャビネットにパススルーブランクパネルを取り付けます。

パススルーパネルキットはネットアップが提供しています（パーツ番号 X8784-R6 ）。

ネットアップのパススルーパネルキットには、次のハードウェアが含まれています。

◦ 1 つのパススルーブランクパネル

◦ 10-32 x .75 ネジ × 4

◦ 10-32 クリップナット × 4

i. スイッチとキャビネット内のブランクパネルの垂直な位置を確認します。

この手順では、ブランクパネルが U40 に取り付けられます。

ii. 前面キャビネットレール用の適切な角穴に、両側にクリップナットを 2 個取り付けます。

iii. 隣接するラックスペースに侵入しないようにパネルを垂直にセンタリングし、ネジを締めます。

iv. パネル背面からブラシアセンブリを通して、両方の 48 インチジャンパコードのメス型コネクタを
差し込みます。

(1)ジャンパコードのメスコネクタ。_

2. Nexus 9336C-FX2 スイッチシャーシにラックマウントブラケットを取り付けます。

a. 前面ラックマウントブラケットをスイッチシャーシの片側に配置し、取り付け耳がシャーシ前面プレ
ート（ PSU またはファン側）と揃っていることを確認してから、 4 本の M4 ネジを使用してブラケッ
トをシャーシに取り付けます。

b. 手順を繰り返します 2A もう一方の前面ラックマウントブラケットをスイッチの反対側に取り付けま
す。

c. スイッチシャーシに背面ラックマウントブラケットを取り付けます。

d. 手順を繰り返します 2C もう一方の背面ラックマウントブラケットをスイッチの反対側に取り付けま
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す。

3. 4 つの IEA ポストすべての角穴にクリップナットを取り付けます。

2 つの 9336C-FX2 スイッチは、常にキャビネット RU41 および 42 の上部 2U に取り付けられます。

4. キャビネットにスライダレールを取り付けます。

a. 最初のスライダレールを左背面ポストの裏面にある RU42 マークに合わせ、ネジをネジの種類に合わ
せて挿入してから、ネジを指で締めます。

（1）スライダレールをゆっくりとスライドさせながら、ラックのネジ穴に合わせます。
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（2）スライドレールのネジをキャビネット支柱に締めます。

a. 手順を繰り返します 4A 右側リヤポスト用。

b. 手順を繰り返します 4A および 4B キャビネットの RU41 の位置にあります。

5. スイッチをキャビネットに設置します。

この手順を行うには、スイッチを前面から支える作業者と、スイッチを背面のスライダレ
ールに導く作業者の 2 人が必要です。

a. スイッチの背面を RU41 に合わせます。

（1）シャーシを背面ポストの方に押すと、2つの背面ラックマウントガイドをスライダレールに合わ
せます。

（2）前面ラックマウントブラケットが前面支柱と揃うまで、スイッチをゆっくりとスライドさせま
す。

b. スイッチをキャビネットに接続します。
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(1)シャーシの前面を保持している人が1人の場合は、背面の4本のネジをキャビネットの支柱にしっかりと
締めてください。_

a. 支援なしでシャーシを支えた状態で、前面のネジを支柱に完全に締めます。

b. 手順を繰り返します 5A から 5c RU42 ロケーションの 2 番目のスイッチ。

完全に取り付けられたスイッチをサポートとして使用することにより、設置プロセス中
に 2 番目のスイッチの前面を保持する必要はありません。

6. スイッチを取り付けるときは、ジャンパコードをスイッチの電源インレットに接続します。

7. 両方のジャンパコードのオスプラグを、最も近くにある PDU コンセントに接続します。

冗長性を確保するには、 2 本のコードを別々の PDU に接続する必要があります。

8. 各 9336C-FX2 スイッチの管理ポートをいずれかの管理スイッチ（発注した場合）に接続するか、または
管理ネットワークに直接接続します。

管理ポートは、スイッチの PSU 側にある右上のポートです。スイッチを設置して管理スイッチまたは管
理ネットワークに接続した後、各スイッチの CAT6 ケーブルをパススルーパネル経由で配線する必要があ
ります。

ソフトウェアを設定します

Cisco Nexus 9336C-FX2ストレージスイッチのソフトウェアインストールワークフロー

Cisco Nexus 9336C-FX2スイッチのソフトウェアをインストールおよび設定するには、
次の手順を実行します。

1. "NX-OSおよびRCFのインストールを準備します"。

2. "NX-OS ソフトウェアをインストールします"。

3. "RCF構成ファイルをインストールします"。

Nexus 9336C-FX2スイッチを初めてセットアップしたあとに、RCFをインストールします。この手順を使
用して、 RCF のバージョンをアップグレードすることもできます。

NX-OSソフトウェアとRCFをインストールするための準備をします

NX-OSソフトウェアとRCFをインストールする前に、次の手順 を実行してください。

例について

この手順の例では、スイッチとノードで次の命名法を使用しています。

• 2 つの Cisco スイッチの名前は cs1 と cs2 です。

• ノード名は cluster1-01 と cluster1-02 です。

• クラスタ LIF の名前は、 cluster1-01 と cluster1-02_clus1 および cluster1-01_clus2 （ cluster1-01 と
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cluster1-02 にそれぞれ 1 ）、 cluster1-02 にそれぞれ異なります。

• 「 cluster1 ：： * > 」プロンプトは、クラスタの名前を示します。

このタスクについて

手順では、 ONTAP コマンドと Cisco Nexus 9000 シリーズスイッチコマンドの両方を使用する必要がありま
す。特に明記されていないかぎり、 ONTAP コマンドを使用します。

手順

1. このクラスタで AutoSupport が有効になっている場合は、 AutoSupport メッセージを呼び出してケースの
自動作成を抑制します。「 system node AutoSupport invoke -node * -type all -message MAINT= x h

x は、メンテナンス時間の長さ（時間単位）です。

AutoSupport メッセージはテクニカルサポートにこのメンテナンスタスクについて通知し、
メンテナンス時間中はケースの自動作成が停止されます。

2. 権限レベルを advanced に変更します。続行するかどうかを尋ねられたら、「 * y * 」と入力します。

「 advanced 」の権限が必要です

詳細プロンプト (`*>') が表示されます

3. クラスタインターコネクトスイッチごとに、各ノードに設定されているクラスタインターコネクトインタ
ーフェイスの数を表示します。

「 network device-discovery show -protocol cdp 」と入力します
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例を示します

cluster1::*> network device-discovery show -protocol cdp

Node/       Local  Discovered

Protocol    Port   Device (LLDP: ChassisID)  Interface

Platform

----------- ------ ------------------------- -----------------

--------

cluster1-02/cdp

            e0a    cs1                       Eth1/2            N9K-

C9336C

            e0b    cs2                       Eth1/2            N9K-

C9336C

cluster1-01/cdp

            e0a    cs1                       Eth1/1            N9K-

C9336C

            e0b    cs2                       Eth1/1            N9K-

C9336C

4 entries were displayed.

4. 各クラスタインターフェイスの管理ステータスまたは動作ステータスを確認します。

a. ネットワークポートの属性を表示します。

`network port show –ipspace Cluster`
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例を示します

cluster1::*> network port show -ipspace Cluster

Node: cluster1-02

                                                  Speed(Mbps)

Health

Port      IPspace      Broadcast Domain Link MTU  Admin/Oper

Status

--------- ------------ ---------------- ---- ---- -----------

------

e0a       Cluster      Cluster          up   9000  auto/10000

healthy

e0b       Cluster      Cluster          up   9000  auto/10000

healthy

Node: cluster1-01

                                                  Speed(Mbps)

Health

Port      IPspace      Broadcast Domain Link MTU  Admin/Oper

Status

--------- ------------ ---------------- ---- ---- -----------

------

e0a       Cluster      Cluster          up   9000  auto/10000

healthy

e0b       Cluster      Cluster          up   9000  auto/10000

healthy

4 entries were displayed.

b. LIF に関する情報を表示します。

「 network interface show -vserver Cluster 」のように表示されます
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例を示します

cluster1::*> network interface show -vserver Cluster

            Logical            Status     Network            Current

Current Is

Vserver     Interface          Admin/Oper Address/Mask       Node

Port    Home

----------- ------------------ ---------- ------------------

------------- ------- ----

Cluster

            cluster1-01_clus1  up/up      169.254.209.69/16

cluster1-01   e0a     true

            cluster1-01_clus2  up/up      169.254.49.125/16

cluster1-01   e0b     true

            cluster1-02_clus1  up/up      169.254.47.194/16

cluster1-02   e0a     true

            cluster1-02_clus2  up/up      169.254.19.183/16

cluster1-02   e0b     true

4 entries were displayed.

5. リモートクラスタ LIF に ping を実行します。

cluster ping-cluster -node node-name
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例を示します

cluster1::*> cluster ping-cluster -node cluster1-02

Host is cluster1-02

Getting addresses from network interface table...

Cluster cluster1-01_clus1 169.254.209.69 cluster1-01     e0a

Cluster cluster1-01_clus2 169.254.49.125 cluster1-01     e0b

Cluster cluster1-02_clus1 169.254.47.194 cluster1-02     e0a

Cluster cluster1-02_clus2 169.254.19.183 cluster1-02     e0b

Local = 169.254.47.194 169.254.19.183

Remote = 169.254.209.69 169.254.49.125

Cluster Vserver Id = 4294967293

Ping status:

Basic connectivity succeeds on 4 path(s)

Basic connectivity fails on 0 path(s)

Detected 9000 byte MTU on 4 path(s):

    Local 169.254.19.183 to Remote 169.254.209.69

    Local 169.254.19.183 to Remote 169.254.49.125

    Local 169.254.47.194 to Remote 169.254.209.69

    Local 169.254.47.194 to Remote 169.254.49.125

Larger than PMTU communication succeeds on 4 path(s)

RPC status:

2 paths up, 0 paths down (tcp check)

2 paths up, 0 paths down (udp check)

6. すべてのクラスタ LIF で auto-revert コマンドが有効になっていることを確認します。

network interface show -vserver Cluster -fields auto-revert を実行します
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例を示します

cluster1::*> network interface show -vserver Cluster -fields auto-

revert

          Logical

Vserver   Interface           Auto-revert

--------- ––––––-------------- ------------

Cluster

          cluster1-01_clus1   true

          cluster1-01_clus2   true

          cluster1-02_clus1   true

          cluster1-02_clus2   true

4 entries were displayed.

7. ONTAP 9.8 以降の場合は、次のコマンドを使用して、イーサネットスイッチヘルスモニタのログ収集機能
を有効にして、スイッチ関連のログファイルを収集します。

'system switch ethernet log setup-password 'および’system switch ethernet log enable-colion
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例を示します

cluster1::*> system switch ethernet log setup-password

Enter the switch name: <return>

The switch name entered is not recognized.

Choose from the following list:

cs1

cs2

cluster1::*> system switch ethernet log setup-password

Enter the switch name: cs1

RSA key fingerprint is

e5:8b:c6:dc:e2:18:18:09:36:63:d9:63:dd:03:d9:cc

Do you want to continue? {y|n}::[n] y

Enter the password: <enter switch password>

Enter the password again: <enter switch password>

cluster1::*> system switch ethernet log setup-password

Enter the switch name: cs2

RSA key fingerprint is

57:49:86:a1:b9:80:6a:61:9a:86:8e:3c:e3:b7:1f:b1

Do you want to continue? {y|n}:: [n] y

Enter the password: <enter switch password>

Enter the password again: <enter switch password>

cluster1::*> system  switch ethernet log enable-collection

Do you want to enable cluster log collection for all nodes in the

cluster?

{y|n}: [n] y

Enabling cluster switch log collection.

cluster1::*>

これらのコマンドのいずれかでエラーが返される場合は、ネットアップサポートにお問い
合わせください。

8. ONTAP リリース 9.5P16 、 9.6P12 、および 9.7P10 以降のパッチリリースでは、次のコマンドを使用し
て、スイッチ関連のログファイルを収集するためのイーサネットスイッチヘルスモニタログ収集機能を有
効にします。
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'system cluster-switch log setup-password ' および 'system cluster-switch log enable-collection

例を示します

cluster1::*> system cluster-switch log setup-password

Enter the switch name: <return>

The switch name entered is not recognized.

Choose from the following list:

cs1

cs2

cluster1::*> system cluster-switch log setup-password

Enter the switch name: cs1

RSA key fingerprint is

e5:8b:c6:dc:e2:18:18:09:36:63:d9:63:dd:03:d9:cc

Do you want to continue? {y|n}::[n] y

Enter the password: <enter switch password>

Enter the password again: <enter switch password>

cluster1::*> system cluster-switch log setup-password

Enter the switch name: cs2

RSA key fingerprint is

57:49:86:a1:b9:80:6a:61:9a:86:8e:3c:e3:b7:1f:b1

Do you want to continue? {y|n}:: [n] y

Enter the password: <enter switch password>

Enter the password again: <enter switch password>

cluster1::*> system cluster-switch log enable-collection

Do you want to enable cluster log collection for all nodes in the

cluster?

{y|n}: [n] y

Enabling cluster switch log collection.

cluster1::*>

これらのコマンドのいずれかでエラーが返される場合は、ネットアップサポートにお問い合わ
せください。
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次の手順

"NX-OS ソフトウェアをインストールします"。

NX-OS ソフトウェアをインストールします

Nexus 9336C-FX2クラスタスイッチにNX-OSソフトウェアをインストールするには、次
の手順 に従います。

作業を開始する前に、の手順 を完了します "NX-OSおよびRCFのインストールを準備します"。

要件を確認

必要なもの

• スイッチ設定の現在のバックアップ。

• クラスタが完全に機能している（ログにエラーがない、または同様の問題が発生している）。

• "Cisco Ethernet Switch のページ"。サポートされるONTAP とNX-OSのバージョンについては、スイッチ
の互換性の表を参照してください。

• Ciscoスイッチのアップグレードおよびダウングレード手順については、CiscoのWebサイトで入手可能な
適切なソフトウェアおよびアップグレードガイドを参照してください。を参照してください "Cisco Nexus

9000 シリーズスイッチ"。

例について

この手順の例では、スイッチとノードで次の命名法を使用しています。

• 2 つの Cisco スイッチの名前は cs1 と cs2 です。

• ノード名はcluster1-01、cluster1-02、cluster1-02、およびcluster1-02です。

• クラスタ LIF の名前は、 cluster1-01 _ clus1 、 cluster1-01 _ clus2 、 cluster1-02 _ clus1 、 cluster1-02 _

clus2 、 cluster1-03_clus1 です。 cluster1-03_clus2 、 cluster1-04_clus1 、および cluster1-04_clus2 。

• 「 cluster1 ：： * > 」プロンプトは、クラスタの名前を示します。

ソフトウェアをインストールします

手順では、 ONTAP コマンドと Cisco Nexus 9000 シリーズスイッチコマンドの両方を使用する必要がありま
す。特に明記されていないかぎり、 ONTAP コマンドを使用します。

手順

1. クラスタスイッチを管理ネットワークに接続します。

2. ping コマンドを使用して、 NX-OS ソフトウェアおよび RCF をホストするサーバへの接続を確認しま
す。
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例を示します

次の例では、スイッチが IP アドレス 172.19.2.1 のサーバに接続できることを確認します。

cs2# ping 172.19.2.1

Pinging 172.19.2.1 with 0 bytes of data:

Reply From 172.19.2.1: icmp_seq = 0. time= 5910 usec.

3. NX-OS ソフトウェアおよび EPLD イメージを Nexus 9336C-FX2 スイッチにコピーします。
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例を示します

cs2# copy sftp: bootflash: vrf management

Enter source filename: /code/nxos.9.3.5.bin

Enter hostname for the sftp server: 172.19.2.1

Enter username: user1

Outbound-ReKey for 172.19.2.1:22

Inbound-ReKey for 172.19.2.1:22

user1@172.19.2.1's password:

sftp> progress

Progress meter enabled

sftp> get   /code/nxos.9.3.5.bin  /bootflash/nxos.9.3.5.bin

/code/nxos.9.3.5.bin  100% 1261MB   9.3MB/s   02:15

sftp> exit

Copy complete, now saving to disk (please wait)...

Copy complete.

cs2# copy sftp: bootflash: vrf management

Enter source filename: /code/n9000-epld.9.3.5.img

Enter hostname for the sftp server: 172.19.2.1

Enter username: user1

Outbound-ReKey for 172.19.2.1:22

Inbound-ReKey for 172.19.2.1:22

user1@172.19.2.1's password:

sftp> progress

Progress meter enabled

sftp> get   /code/n9000-epld.9.3.5.img  /bootflash/n9000-

epld.9.3.5.img

/code/n9000-epld.9.3.5.img  100%  161MB   9.5MB/s   00:16

sftp> exit

Copy complete, now saving to disk (please wait)...

Copy complete.

4. NX-OS ソフトウェアの実行中のバージョンを確認します。

'how version （バージョンの表示） '
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例を示します

cs2# show version

Cisco Nexus Operating System (NX-OS) Software

TAC support: http://www.cisco.com/tac

Copyright (C) 2002-2020, Cisco and/or its affiliates.

All rights reserved.

The copyrights to certain works contained in this software are

owned by other third parties and used and distributed under their

own

licenses, such as open source.  This software is provided "as is,"

and unless

otherwise stated, there is no warranty, express or implied,

including but not

limited to warranties of merchantability and fitness for a

particular purpose.

Certain components of this software are licensed under

the GNU General Public License (GPL) version 2.0 or

GNU General Public License (GPL) version 3.0  or the GNU

Lesser General Public License (LGPL) Version 2.1 or

Lesser General Public License (LGPL) Version 2.0.

A copy of each such license is available at

http://www.opensource.org/licenses/gpl-2.0.php and

http://opensource.org/licenses/gpl-3.0.html and

http://www.opensource.org/licenses/lgpl-2.1.php and

http://www.gnu.org/licenses/old-licenses/library.txt.

Software

  BIOS: version 08.38

  NXOS: version 9.3(4)

  BIOS compile time:  05/29/2020

  NXOS image file is: bootflash:///nxos.9.3.4.bin

  NXOS compile time:  4/28/2020 21:00:00 [04/29/2020 02:28:31]

Hardware

  cisco Nexus9000 C9336C-FX2 Chassis

  Intel(R) Xeon(R) CPU E5-2403 v2 @ 1.80GHz with 8154432 kB of

memory.

  Processor Board ID FOC20291J6K

  Device name: cs2

  bootflash:   53298520 kB

Kernel uptime is 0 day(s), 0 hour(s), 3 minute(s), 42 second(s)
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Last reset at 157524 usecs after Mon Nov  2 18:32:06 2020

  Reason: Reset Requested by CLI command reload

  System version: 9.3(4)

  Service:

plugin

  Core Plugin, Ethernet Plugin

Active Package(s):

cs2#

5. NX-OS イメージをインストールします。

イメージファイルをインストールすると、スイッチをリブートするたびにロードされます。

25



例を示します

cs2# install all nxos bootflash:nxos.9.3.5.bin

Installer will perform compatibility check first. Please wait.

Installer is forced disruptive

Verifying image bootflash:/nxos.9.3.5.bin for boot variable "nxos".

[####################] 100% -- SUCCESS

Verifying image type.

[####################] 100% -- SUCCESS

Preparing "nxos" version info using image bootflash:/nxos.9.3.5.bin.

[####################] 100% -- SUCCESS

Preparing "bios" version info using image bootflash:/nxos.9.3.5.bin.

[####################] 100% -- SUCCESS

Performing module support checks.

[####################] 100% -- SUCCESS

Notifying services about system upgrade.

[####################] 100% -- SUCCESS

Compatibility check is done:

Module  bootable       Impact     Install-type  Reason

------  --------  --------------- ------------  ------

  1       yes      disruptive         reset     default upgrade is

not hitless

Images will be upgraded according to following table:

Module   Image    Running-Version(pri:alt                  New-

Version         Upg-Required

------- --------- ----------------------------------------

------------------- ------------

  1      nxos     9.3(4)                                   9.3(5)

yes

  1      bios     v08.37(01/28/2020):v08.23(09/23/2015)

v08.38(05/29/2020)      yes
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Switch will be reloaded for disruptive upgrade.

Do you want to continue with the installation (y/n)? [n] y

Install is in progress, please wait.

Performing runtime checks.

[####################] 100% -- SUCCESS

Setting boot variables.

[####################] 100% -- SUCCESS

Performing configuration copy.

[####################] 100% -- SUCCESS

Module 1: Refreshing compact flash and upgrading

bios/loader/bootrom.

Warning: please do not remove or power off the module at this time.

[####################] 100% -- SUCCESS

Finishing the upgrade, switch will reboot in 10 seconds.

6. スイッチのリブート後に、 NX-OS ソフトウェアの新しいバージョンを確認します。

'how version （バージョンの表示） '
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例を示します

cs2# show version

Cisco Nexus Operating System (NX-OS) Software

TAC support: http://www.cisco.com/tac

Copyright (C) 2002-2020, Cisco and/or its affiliates.

All rights reserved.

The copyrights to certain works contained in this software are

owned by other third parties and used and distributed under their

own

licenses, such as open source.  This software is provided "as is,"

and unless

otherwise stated, there is no warranty, express or implied,

including but not

limited to warranties of merchantability and fitness for a

particular purpose.

Certain components of this software are licensed under

the GNU General Public License (GPL) version 2.0 or

GNU General Public License (GPL) version 3.0  or the GNU

Lesser General Public License (LGPL) Version 2.1 or

Lesser General Public License (LGPL) Version 2.0.

A copy of each such license is available at

http://www.opensource.org/licenses/gpl-2.0.php and

http://opensource.org/licenses/gpl-3.0.html and

http://www.opensource.org/licenses/lgpl-2.1.php and

http://www.gnu.org/licenses/old-licenses/library.txt.

Software

  BIOS: version 05.33

  NXOS: version 9.3(5)

  BIOS compile time:  09/08/2018

  NXOS image file is: bootflash:///nxos.9.3.5.bin

  NXOS compile time:  11/4/2018 21:00:00 [11/05/2018 06:11:06]

Hardware

  cisco Nexus9000 C9336C-FX2 Chassis

  Intel(R) Xeon(R) CPU E5-2403 v2 @ 1.80GHz with 8154432 kB of

memory.

  Processor Board ID FOC20291J6K

  Device name: cs2

  bootflash:   53298520 kB

Kernel uptime is 0 day(s), 0 hour(s), 3 minute(s), 42 second(s)
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Last reset at 277524 usecs after Mon Nov  2 22:45:12 2020

  Reason: Reset due to upgrade

  System version: 9.3(4)

  Service:

plugin

  Core Plugin, Ethernet Plugin

Active Package(s):

7. EPLD イメージをアップグレードし、スイッチをリブートします。
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例を示します
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cs2# show version module 1 epld

EPLD Device                     Version

---------------------------------------

MI   FPGA                        0x7

IO   FPGA                        0x17

MI   FPGA2                       0x2

GEM  FPGA                        0x2

GEM  FPGA                        0x2

GEM  FPGA                        0x2

GEM  FPGA                        0x2

cs2# install epld bootflash:n9000-epld.9.3.5.img module 1

Compatibility check:

Module        Type         Upgradable        Impact   Reason

------  ------------------ ----------------- --------- -----

     1         SUP         Yes       disruptive  Module Upgradable

Retrieving EPLD versions.... Please wait.

Images will be upgraded according to following table:

Module  Type   EPLD              Running-Version   New-Version  Upg-

Required

------- ------ ----------------- ----------------- ------------

------------

     1  SUP    MI FPGA           0x07              0x07         No

     1  SUP    IO FPGA           0x17              0x19         Yes

     1  SUP    MI FPGA2          0x02              0x02         No

The above modules require upgrade.

The switch will be reloaded at the end of the upgrade

Do you want to continue (y/n) ?  [n] y

Proceeding to upgrade Modules.

Starting Module 1 EPLD Upgrade

Module 1 : IO FPGA [Programming] : 100.00% (     64 of      64

sectors)

Module 1 EPLD upgrade is successful.

Module   Type  Upgrade-Result

-------- ----- --------------

     1   SUP   Success

EPLDs upgraded.

Module 1 EPLD upgrade is successful.
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8. スイッチのリブート後に再度ログインし、新しいバージョンの EPLD が正常にロードされたことを確認し
ます。

例を示します

cs2# show version module 1 epld

EPLD Device                     Version

---------------------------------------

MI   FPGA                        0x7

IO   FPGA                        0x19

MI   FPGA2                       0x2

GEM  FPGA                        0x2

GEM  FPGA                        0x2

GEM  FPGA                        0x2

GEM  FPGA                        0x2

9. 手順1~8を繰り返して、スイッチcs1にNX-OSソフトウェアをインストールします。

次の手順

"RCF構成ファイルをインストールします"。

リファレンス構成ファイル（ RCF ）のインストール

RCF は、 Nexus 9336C-FX2 スイッチを初めてセットアップしたあとにインストールで
きます。この手順を使用して、 RCF のバージョンをアップグレードすることもできま
す。

作業を開始する前に、の手順 を完了します "NX-OSおよびRCFのインストールを準備します"。

要件を確認

必要なもの

• スイッチ設定の現在のバックアップ。

• クラスタが完全に機能している（ログにエラーがない、または同様の問題が発生している）。

• 現在のRCFファイル。

• RCFのインストール時に必要なスイッチへのコンソール接続

推奨されるドキュメント

• "Cisco Ethernet Switch のページ" サポートされているONTAP とRCFのバージョンについては、スイッチ
の互換性の表を参照してください。RCFのコマンド構文と、NX-OSのバージョンにあるコマンド構文との
間には、コマンドの依存関係が存在する場合があります。

• "Cisco Nexus 3000 シリーズスイッチ"。Ciscoスイッチのアップグレードおよびダウングレード手順の詳
細については、CiscoのWebサイトで入手可能なソフトウェアおよびアップグレードガイドを参照してく
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ださい。

RCFをインストールします

例について

この手順の例では、スイッチとノードで次の命名法を使用しています。

• 2 つの Cisco スイッチの名前は cs1 と cs2 です。

• ノード名はcluster1-01、cluster1-02、cluster1-02、およびcluster1-02です。

• クラスタ LIF の名前は、 cluster1-01 _ clus1 、 cluster1-01 _ clus2 、 cluster1-02 _ clus1 、 cluster1-02 _

clus2 、 cluster1-03_clus1 です。 cluster1-03_clus2 、 cluster1-04_clus1 、および cluster1-04_clus2 。

• 「 cluster1 ：： * > 」プロンプトは、クラスタの名前を示します。

この手順の例では、 2 つのノードを使用します。これらのノードは、 2 つの 10GbE クラスタインターコネク
トポート e0a と e0b を使用します。を参照してください "Hardware Universe" をクリックして、プラットフ
ォームのクラスタポートが正しいことを確認します。

コマンド出力は、 ONTAP のリリースによって異なる場合があります。

このタスクについて

手順では、 ONTAP コマンドと Cisco Nexus 9000 シリーズスイッチコマンドの両方を使用する必要がありま
す。特に明記されていないかぎり、 ONTAP コマンドを使用します。

この手順 では、動作可能なInter-Switch Link（ISL；スイッチ間リンク）は必要ありません。RCFのバージョ
ンを変更するとISL接続に一時的に影響する可能性があるため、これは設計上の変更です。クラスタのノンス
トップオペレーションを実現するために、次の手順 は、ターゲットスイッチでの手順の実行中に、すべての
クラスタLIFを動作しているパートナースイッチに移行します。

新しいバージョンのスイッチソフトウェアと RCF をインストールする前に、スイッチの設定を
消去し、基本的な設定を完了する必要があります。シリアルコンソールを使用してスイッチに
接続する必要があります。このタスクでは、管理ネットワークの設定をリセットします。

手順1：設置の準備をします

1. クラスタスイッチに接続されている各ノードのクラスタポートを表示します。

「 network device-discovery show 」のように表示されます
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例を示します

cluster1::*> network device-discovery show

Node/       Local  Discovered

Protocol    Port   Device (LLDP: ChassisID)  Interface

Platform

----------- ------ ------------------------- ----------------

--------

cluster1-01/cdp

            e0a    cs1                       Ethernet1/7       N9K-

C9336C

            e0d    cs2                       Ethernet1/7       N9K-

C9336C

cluster1-02/cdp

            e0a    cs1                       Ethernet1/8       N9K-

C9336C

            e0d    cs2                       Ethernet1/8       N9K-

C9336C

cluster1-03/cdp

            e0a    cs1                       Ethernet1/1/1     N9K-

C9336C

            e0b    cs2                       Ethernet1/1/1     N9K-

C9336C

cluster1-04/cdp

            e0a    cs1                       Ethernet1/1/2     N9K-

C9336C

            e0b    cs2                       Ethernet1/1/2     N9K-

C9336C

cluster1::*>

2. 各クラスタポートの管理ステータスと動作ステータスを確認します。

a. すべてのクラスタポートが正常な状態で稼働していることを確認します。

network port show –role cluster
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例を示します

cluster1::*> network port show -role cluster

Node: cluster1-01

 

Ignore

                                                  Speed(Mbps)

Health   Health

Port      IPspace      Broadcast Domain Link MTU  Admin/Oper

Status   Status

--------- ------------ ---------------- ---- ---- -----------

-------- ------

e0a       Cluster      Cluster          up   9000  auto/100000

healthy false

e0d       Cluster      Cluster          up   9000  auto/100000

healthy false

Node: cluster1-02

 

Ignore

                                                  Speed(Mbps)

Health   Health

Port      IPspace      Broadcast Domain Link MTU  Admin/Oper

Status   Status

--------- ------------ ---------------- ---- ---- -----------

-------- ------

e0a       Cluster      Cluster          up   9000  auto/100000

healthy false

e0d       Cluster      Cluster          up   9000  auto/100000

healthy false

8 entries were displayed.

Node: cluster1-03

   Ignore

                                                  Speed(Mbps)

Health   Health

Port      IPspace      Broadcast Domain Link MTU  Admin/Oper

Status   Status

--------- ------------ ---------------- ---- ---- -----------

-------- ------

e0a       Cluster      Cluster          up   9000  auto/10000

healthy  false

e0b       Cluster      Cluster          up   9000  auto/10000

healthy  false
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Node: cluster1-04

 

Ignore

                                                  Speed(Mbps)

Health   Health

Port      IPspace      Broadcast Domain Link MTU  Admin/Oper

Status   Status

--------- ------------ ---------------- ---- ---- -----------

-------- ------

e0a       Cluster      Cluster          up   9000  auto/10000

healthy  false

e0b       Cluster      Cluster          up   9000  auto/10000

healthy  false

cluster1::*>

b. すべてのクラスタインターフェイス（ LIF ）がホームポートにあることを確認します。

「 network interface show -role cluster 」のように表示されます
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例を示します

cluster1::*> network interface show -role cluster

            Logical            Status     Network

Current      Current Is

Vserver     Interface          Admin/Oper Address/Mask      Node

Port    Home

----------- ------------------ ---------- -----------------

------------ ------- ----

Cluster

            cluster1-01_clus1  up/up     169.254.3.4/23

cluster1-01  e0a     true

            cluster1-01_clus2  up/up     169.254.3.5/23

cluster1-01  e0d     true

            cluster1-02_clus1  up/up     169.254.3.8/23

cluster1-02  e0a     true

            cluster1-02_clus2  up/up     169.254.3.9/23

cluster1-02  e0d     true

            cluster1-03_clus1  up/up     169.254.1.3/23

cluster1-03  e0a     true

            cluster1-03_clus2  up/up     169.254.1.1/23

cluster1-03  e0b     true

            cluster1-04_clus1  up/up     169.254.1.6/23

cluster1-04  e0a     true

            cluster1-04_clus2  up/up     169.254.1.7/23

cluster1-04  e0b     true

8 entries were displayed.

cluster1::*>

c. クラスタが両方のクラスタスイッチの情報を表示していることを確認します。

system cluster-switch show -is-monitoring enabled-operational true を使用します
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例を示します

cluster1::*> system cluster-switch show -is-monitoring-enabled

-operational true

Switch                      Type               Address

Model

--------------------------- ------------------ ----------------

-----

cs1                         cluster-network    10.233.205.90    N9K-

C9336C

     Serial Number: FOCXXXXXXGD

      Is Monitored: true

            Reason: None

  Software Version: Cisco Nexus Operating System (NX-OS) Software,

Version

                    9.3(5)

    Version Source: CDP

cs2                         cluster-network    10.233.205.91    N9K-

C9336C

     Serial Number: FOCXXXXXXGS

      Is Monitored: true

            Reason: None

  Software Version: Cisco Nexus Operating System (NX-OS) Software,

Version

                    9.3(5)

    Version Source: CDP

cluster1::*>

3. クラスタ LIF で自動リバートを無効にします。

例を示します

cluster1::*> network interface modify -vserver Cluster -lif * -auto

-revert false

手順2：ポートを設定する

1. クラスタスイッチ cs2 で、ノードのクラスタポートに接続されているポートをシャットダウンします。
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例を示します

cs2(config)# interface eth1/1/1-2,eth1/7-8

cs2(config-if-range)# shutdown

2. クラスタ LIF が、クラスタスイッチ cs1 でホストされているポートに移行されていることを確認します。
これには数秒かかることがあります。

「 network interface show -role cluster 」のように表示されます

例を示します

cluster1::*> network interface show -role cluster

            Logical           Status     Network            Current

Current Is

Vserver     Interface         Admin/Oper Address/Mask       Node

Port    Home

----------- ----------------- ---------- ------------------

------------- ------- ----

Cluster

            cluster1-01_clus1 up/up      169.254.3.4/23

cluster1-01   e0a     true

            cluster1-01_clus2 up/up      169.254.3.5/23

cluster1-01   e0a     false

            cluster1-02_clus1 up/up      169.254.3.8/23

cluster1-02   e0a     true

            cluster1-02_clus2 up/up      169.254.3.9/23

cluster1-02   e0a     false

            cluster1-03_clus1 up/up      169.254.1.3/23

cluster1-03   e0a     true

            cluster1-03_clus2 up/up      169.254.1.1/23

cluster1-03   e0a     false

            cluster1-04_clus1 up/up      169.254.1.6/23

cluster1-04   e0a     true

            cluster1-04_clus2 up/up      169.254.1.7/23

cluster1-04   e0a     false

8 entries were displayed.

cluster1::*>

3. クラスタが正常であることを確認します。

「 cluster show 」を参照してください
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例を示します

cluster1::*> cluster show

Node                 Health  Eligibility   Epsilon

-------------------- ------- ------------  -------

cluster1-01          true    true          false

cluster1-02          true    true          false

cluster1-03          true    true          true

cluster1-04          true    true          false

4 entries were displayed.

cluster1::*>

4. 現在のスイッチ設定のコピーをまだ保存していない場合は、次のコマンドの出力をテキストファイルにコ
ピーして保存します。

show running-config

5. スイッチ cs2 の構成をクリーンアップし、基本的なセットアップを実行します。

新しい RCF を更新または適用する場合は、スイッチ設定を消去し、基本的な設定を実行す
る必要があります。スイッチを再度セットアップするには、スイッチのシリアルコンソー
ルポートに接続する必要があります。

a. 設定を消去します。

例を示します

(cs2)# write erase

Warning: This command will erase the startup-configuration.

Do you wish to proceed anyway? (y/n)  [n]  y

b. スイッチをリブートします。

例を示します

(cs2)# reload

Are you sure you would like to reset the system? (y/n) y
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6. FTP 、 TFTP 、 SFTP 、 SCP のいずれかの転送プロトコルを使用して、スイッチ cs2 のブートフラッシ
ュに RCF をコピーします。Cisco コマンドの詳細については、『』の該当するガイドを参照してくださ
い "Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Command Reference 』を参照してください" ガイド。

例を示します

この例は、 TFTP を使用して、スイッチ cs2 のブートフラッシュに RCF をコピーする方法を示して
います。

cs2# copy tftp: bootflash: vrf management

Enter source filename: Nexus_9336C_RCF_v1.6-Cluster-HA-Breakout.txt

Enter hostname for the tftp server: 172.22.201.50

Trying to connect to tftp server......Connection to Server

Established.

TFTP get operation was successful

Copy complete, now saving to disk (please wait)...

7. ブートフラッシュに前にダウンロードした RCF を適用します。

Cisco コマンドの詳細については、『』の該当するガイドを参照してください "Cisco Nexus 9000 Series

NX-OS Command Reference 』を参照してください" ガイド。

例を示します

この例は、スイッチ cs2 にインストールされている RCF ファイル「 Nexus_9336C_RCF_v1.6

-Cluster-HA-Breakout .txt 」を示しています。

cs2# copy Nexus_9336C_RCF_v1.6-Cluster-HA-Breakout.txt running-

config echo-commands

8. 「 show banner motd 」コマンドのバナー出力を確認します。スイッチの設定と動作を適切に行うには、
次の手順を参照して実行する必要があります。
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例を示します

cs2# show banner motd

********************************************************************

**********

* NetApp Reference Configuration File (RCF)

*

* Switch   : Nexus N9K-C9336C-FX2

* Filename : Nexus_9336C_RCF_v1.6-Cluster-HA-Breakout.txt

* Date     : 10-23-2020

* Version  : v1.6

*

* Port Usage:

* Ports  1- 3: Breakout mode (4x10G) Intra-Cluster Ports, int

e1/1/1-4, e1/2/1-4

, e1/3/1-4

* Ports  4- 6: Breakout mode (4x25G) Intra-Cluster/HA Ports, int

e1/4/1-4, e1/5/

1-4, e1/6/1-4

* Ports  7-34: 40/100GbE Intra-Cluster/HA Ports, int e1/7-34

* Ports 35-36: Intra-Cluster ISL Ports, int e1/35-36

*

* Dynamic breakout commands:

* 10G: interface breakout module 1 port <range> map 10g-4x

* 25G: interface breakout module 1 port <range> map 25g-4x

*

* Undo breakout commands and return interfaces to 40/100G

configuration in confi

g mode:

* no interface breakout module 1 port <range> map 10g-4x

* no interface breakout module 1 port <range> map 25g-4x

* interface Ethernet <interfaces taken out of breakout mode>

* inherit port-profile 40-100G

* priority-flow-control mode auto

* service-policy input HA

* exit

*

********************************************************************

**********

9. RCF ファイルが正しい新しいバージョンであることを確認します。

'how running-config'
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出力をチェックして正しい RCF があることを確認する場合は、次の情報が正しいことを確認してくだ
さい。

◦ RCF バナー

◦ ノードとポートの設定

◦ カスタマイズ

出力内容はサイトの構成によって異なります。ポートの設定を確認し、インストールした RCF に固有
の変更がないかリリースノートを参照してください。

10. RCF のバージョンとスイッチの設定が正しいことを確認したら、 running-config ファイルを startup-

config ファイルにコピーします。

Cisco コマンドの詳細については、『』の該当するガイドを参照してください "Cisco Nexus 9000 Series

NX-OS Command Reference 』を参照してください" ガイド。

例を示します

cs2# copy running-config startup-config

[########################################] 100% Copy complete

11. スイッチ cs2 をリブートします。スイッチの再起動中にノードで報告された「クラスタポートがダウンし
ている」イベントは無視してかまいません。

例を示します

cs2# reload

This command will reboot the system. (y/n)?  [n] y

12. クラスタのクラスタポートの健常性を確認します。

a. クラスタ内のすべてのノードで e0d ポートが稼働しており、正常に動作していることを確認します。

「 network port show -role cluster 」のように表示されます
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例を示します

cluster1::*> network port show -role cluster

Node: cluster1-01

 

Ignore

                                                  Speed(Mbps) Health

Health

Port      IPspace      Broadcast Domain Link MTU  Admin/Oper  Status

Status

--------- ------------ ---------------- ---- ---- -----------

-------- ------

e0a       Cluster      Cluster          up   9000  auto/10000

healthy  false

e0b       Cluster      Cluster          up   9000  auto/10000

healthy  false

Node: cluster1-02

 

Ignore

                                                  Speed(Mbps) Health

Health

Port      IPspace      Broadcast Domain Link MTU  Admin/Oper  Status

Status

--------- ------------ ---------------- ---- ---- -----------

-------- ------

e0a       Cluster      Cluster          up   9000  auto/10000

healthy  false

e0b       Cluster      Cluster          up   9000  auto/10000

healthy  false

Node: cluster1-03

 

Ignore

                                                  Speed(Mbps) Health

Health

Port      IPspace      Broadcast Domain Link MTU  Admin/Oper  Status

Status

--------- ------------ ---------------- ---- ---- -----------

-------- ------

e0a       Cluster      Cluster          up   9000  auto/100000

healthy false

e0d       Cluster      Cluster          up   9000  auto/100000

healthy false
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Node: cluster1-04

 

Ignore

                                                  Speed(Mbps) Health

Health

Port      IPspace      Broadcast Domain Link MTU  Admin/Oper  Status

Status

--------- ------------ ---------------- ---- ---- -----------

-------- ------

e0a       Cluster      Cluster          up   9000  auto/100000

healthy false

e0d       Cluster      Cluster          up   9000  auto/100000

healthy false

8 entries were displayed.

a. クラスタからスイッチのヘルスを確認します（ LIF が e0d にホームでないため、スイッチ cs2 が表示
されない可能性があります）。
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例を示します

cluster1::*> network device-discovery show -protocol cdp

Node/       Local  Discovered

Protocol    Port   Device (LLDP: ChassisID)  Interface

Platform

----------- ------ ------------------------- -----------------

--------

cluster1-01/cdp

            e0a    cs1                       Ethernet1/7

N9K-C9336C

            e0d    cs2                       Ethernet1/7

N9K-C9336C

cluster01-2/cdp

            e0a    cs1                       Ethernet1/8

N9K-C9336C

            e0d    cs2                       Ethernet1/8

N9K-C9336C

cluster01-3/cdp

            e0a    cs1                       Ethernet1/1/1

N9K-C9336C

            e0b    cs2                       Ethernet1/1/1

N9K-C9336C

cluster1-04/cdp

            e0a    cs1                       Ethernet1/1/2

N9K-C9336C

            e0b    cs2                       Ethernet1/1/2

N9K-C9336C

cluster1::*> system cluster-switch show -is-monitoring-enabled

-operational true

Switch                      Type               Address

Model

--------------------------- ------------------ ----------------

-----

cs1                         cluster-network    10.233.205.90

NX9-C9336C

     Serial Number: FOCXXXXXXGD

      Is Monitored: true

            Reason: None

  Software Version: Cisco Nexus Operating System (NX-OS)

Software, Version

                    9.3(5)

    Version Source: CDP

cs2                         cluster-network    10.233.205.91
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NX9-C9336C

     Serial Number: FOCXXXXXXGS

      Is Monitored: true

            Reason: None

  Software Version: Cisco Nexus Operating System (NX-OS)

Software, Version

                    9.3(5)

    Version Source: CDP

2 entries were displayed.

スイッチにロードした RCF バージョンによっては、 cs1 スイッチコンソールで次の出力が表示
されることがあります。

2020 Nov 17 16:07:18 cs1 %$ VDC-1 %$ %STP-2-UNBLOCK_CONSIST_PORT:

Unblocking port port-channel1 on VLAN0092. Port consistency

restored.

2020 Nov 17 16:07:23 cs1 %$ VDC-1 %$ %STP-2-BLOCK_PVID_PEER:

Blocking port-channel1 on VLAN0001. Inconsistent peer vlan.

2020 Nov 17 16:07:23 cs1 %$ VDC-1 %$ %STP-2-BLOCK_PVID_LOCAL:

Blocking port-channel1 on VLAN0092. Inconsistent local vlan.

13. クラスタスイッチ cs1 で、ノードのクラスタポートに接続されているポートをシャットダウンします。

例を示します

次に、インターフェイスの出力例を示します。

cs1(config)# interface eth1/1/1-2,eth1/7-8

cs1(config-if-range)# shutdown

14. クラスタ LIF がスイッチ cs2 でホストされているポートに移行されたことを確認します。これには数秒か
かることがあります。

「 network interface show -role cluster 」のように表示されます
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例を示します

cluster1::*> network interface show -role cluster

            Logical            Status     Network            Current

Current Is

Vserver     Interface          Admin/Oper Address/Mask       Node

Port    Home

----------- ------------------ ---------- ------------------

------------------- ------- ----

Cluster

            cluster1-01_clus1  up/up      169.254.3.4/23

cluster1-01         e0d     false

            cluster1-01_clus2  up/up      169.254.3.5/23

cluster1-01         e0d     true

            cluster1-02_clus1  up/up      169.254.3.8/23

cluster1-02         e0d     false

            cluster1-02_clus2  up/up      169.254.3.9/23

cluster1-02         e0d     true

            cluster1-03_clus1  up/up      169.254.1.3/23

cluster1-03         e0b     false

            cluster1-03_clus2  up/up      169.254.1.1/23

cluster1-03         e0b     true

            cluster1-04_clus1  up/up      169.254.1.6/23

cluster1-04         e0b     false

            cluster1-04_clus2  up/up      169.254.1.7/23

cluster1-04         e0b     true

8 entries were displayed.

cluster1::*>

15. クラスタが正常であることを確認します。

「 cluster show 」を参照してください
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例を示します

cluster1::*> cluster show

Node                 Health   Eligibility   Epsilon

-------------------- -------- ------------- -------

cluster1-01          true     true          false

cluster1-02          true     true          false

cluster1-03          true     true          true

cluster1-04          true     true          false

4 entries were displayed.

cluster1::*>

16. スイッチcs1で手順4 ~ 11を繰り返します。

17. クラスタ LIF で自動リバートを有効にします。

例を示します

cluster1::*> network interface modify -vserver Cluster -lif * -auto

-revert True

18. スイッチ cs1 をリブートします。これは、クラスタ LIF のホームポートへのリバートをトリガーする際に
行います。スイッチの再起動中にノードで報告された「クラスタポートがダウンしている」イベントは無
視してかまいません。

例を示します

cs1# reload

This command will reboot the system. (y/n)?  [n] y

手順3：構成を確認します

1. クラスタポートに接続されているスイッチポートが*up*であることを確認します。

show interface brief
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例を示します

cs1# show interface brief | grep up

.

.

Eth1/1/1      1       eth  access up      none

10G(D) --

Eth1/1/2      1       eth  access up      none

10G(D) --

Eth1/7        1       eth  trunk  up      none

100G(D) --

Eth1/8        1       eth  trunk  up      none

100G(D) --

.

.

2. 想定したノードが接続されていることを確認します。

'How CDP Neighbors' を参照してください

例を示します

cs1# show cdp neighbors

Capability Codes: R - Router, T - Trans-Bridge, B - Source-Route-

Bridge

                  S - Switch, H - Host, I - IGMP, r - Repeater,

                  V - VoIP-Phone, D - Remotely-Managed-Device,

                  s - Supports-STP-Dispute

Device-ID          Local Intrfce  Hldtme Capability  Platform

Port ID

node1              Eth1/1         133    H           FAS2980

e0a

node2              Eth1/2         133    H           FAS2980

e0a

cs2                Eth1/35        175    R S I s     N9K-C9336C

Eth1/35

cs2                Eth1/36        175    R S I s     N9K-C9336C

Eth1/36

Total entries displayed: 4
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3. 次のコマンドを使用して、クラスタノードが正しいクラスタVLANに含まれていることを確認します。

show vlan brief

show interface trunk
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例を示します

cs1# show vlan brief

VLAN Name                             Status    Ports

---- -------------------------------- ---------

-------------------------------

1    default                          active    Po1, Eth1/1, Eth1/2,

Eth1/3

                                                Eth1/4, Eth1/5,

Eth1/6, Eth1/7

                                                Eth1/8, Eth1/35,

Eth1/36

                                                Eth1/9/1, Eth1/9/2,

Eth1/9/3

                                                Eth1/9/4, Eth1/10/1,

Eth1/10/2

                                                Eth1/10/3, Eth1/10/4

17   VLAN0017                         active    Eth1/1, Eth1/2,

Eth1/3, Eth1/4

                                                Eth1/5, Eth1/6,

Eth1/7, Eth1/8

                                                Eth1/9/1, Eth1/9/2,

Eth1/9/3

                                                Eth1/9/4, Eth1/10/1,

Eth1/10/2

                                                Eth1/10/3, Eth1/10/4

18   VLAN0018                         active    Eth1/1, Eth1/2,

Eth1/3, Eth1/4

                                                Eth1/5, Eth1/6,

Eth1/7, Eth1/8

                                                Eth1/9/1, Eth1/9/2,

Eth1/9/3

                                                Eth1/9/4, Eth1/10/1,

Eth1/10/2

                                                Eth1/10/3, Eth1/10/4

31   VLAN0031                         active    Eth1/11, Eth1/12,

Eth1/13

                                                Eth1/14, Eth1/15,

Eth1/16

                                                Eth1/17, Eth1/18,

Eth1/19

                                                Eth1/20, Eth1/21,

Eth1/22

32   VLAN0032                         active    Eth1/23, Eth1/24,
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Eth1/25

                                                Eth1/26, Eth1/27,

Eth1/28

                                                Eth1/29, Eth1/30,

Eth1/31

                                                Eth1/32, Eth1/33,

Eth1/34

33   VLAN0033                         active    Eth1/11, Eth1/12,

Eth1/13

                                                Eth1/14, Eth1/15,

Eth1/16

                                                Eth1/17, Eth1/18,

Eth1/19

                                                Eth1/20, Eth1/21,

Eth1/22

34   VLAN0034                         active    Eth1/23, Eth1/24,

Eth1/25

                                                Eth1/26, Eth1/27,

Eth1/28

                                                Eth1/29, Eth1/30,

Eth1/31

                                                Eth1/32, Eth1/33,

Eth1/34

cs1# show interface trunk

-----------------------------------------------------

Port          Native  Status        Port

              Vlan                  Channel

-----------------------------------------------------

Eth1/1        1       trunking      --

Eth1/2        1       trunking      --

Eth1/3        1       trunking      --

Eth1/4        1       trunking      --

Eth1/5        1       trunking      --

Eth1/6        1       trunking      --

Eth1/7        1       trunking      --

Eth1/8        1       trunking      --

Eth1/9/1      1       trunking      --

Eth1/9/2      1       trunking      --

Eth1/9/3      1       trunking      --

Eth1/9/4      1       trunking      --

Eth1/10/1     1       trunking      --

Eth1/10/2     1       trunking      --

Eth1/10/3     1       trunking      --

Eth1/10/4     1       trunking      --
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Eth1/11       33      trunking      --

Eth1/12       33      trunking      --

Eth1/13       33      trunking      --

Eth1/14       33      trunking      --

Eth1/15       33      trunking      --

Eth1/16       33      trunking      --

Eth1/17       33      trunking      --

Eth1/18       33      trunking      --

Eth1/19       33      trunking      --

Eth1/20       33      trunking      --

Eth1/21       33      trunking      --

Eth1/22       33      trunking      --

Eth1/23       34      trunking      --

Eth1/24       34      trunking      --

Eth1/25       34      trunking      --

Eth1/26       34      trunking      --

Eth1/27       34      trunking      --

Eth1/28       34      trunking      --

Eth1/29       34      trunking      --

Eth1/30       34      trunking      --

Eth1/31       34      trunking      --

Eth1/32       34      trunking      --

Eth1/33       34      trunking      --

Eth1/34       34      trunking      --

Eth1/35       1       trnk-bndl     Po1

Eth1/36       1       trnk-bndl     Po1

Po1           1       trunking      --

------------------------------------------------------

Port          Vlans Allowed on Trunk

------------------------------------------------------

Eth1/1        1,17-18

Eth1/2        1,17-18

Eth1/3        1,17-18

Eth1/4        1,17-18

Eth1/5        1,17-18

Eth1/6        1,17-18

Eth1/7        1,17-18

Eth1/8        1,17-18

Eth1/9/1      1,17-18

Eth1/9/2      1,17-18

Eth1/9/3      1,17-18

Eth1/9/4      1,17-18

Eth1/10/1     1,17-18

Eth1/10/2     1,17-18

Eth1/10/3     1,17-18
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Eth1/10/4     1,17-18

Eth1/11       31,33

Eth1/12       31,33

Eth1/13       31,33

Eth1/14       31,33

Eth1/15       31,33

Eth1/16       31,33

Eth1/17       31,33

Eth1/18       31,33

Eth1/19       31,33

Eth1/20       31,33

Eth1/21       31,33

Eth1/22       31,33

Eth1/23       32,34

Eth1/24       32,34

Eth1/25       32,34

Eth1/26       32,34

Eth1/27       32,34

Eth1/28       32,34

Eth1/29       32,34

Eth1/30       32,34

Eth1/31       32,34

Eth1/32       32,34

Eth1/33       32,34

Eth1/34       32,34

Eth1/35       1

Eth1/36       1

Po1           1

..

..

..

..

..

特定のポートおよびVLANの使用方法の詳細については、RCFのバナーおよび重要な注意事
項のセクションを参照してください。

4. cs1 と cs2 間の ISL が機能していることを確認します。

「ポートチャネルの概要」
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例を示します

cs1# show port-channel summary

Flags:  D - Down        P - Up in port-channel (members)

        I - Individual  H - Hot-standby (LACP only)

        s - Suspended   r - Module-removed

        b - BFD Session Wait

        S - Switched    R - Routed

        U - Up (port-channel)

        p - Up in delay-lacp mode (member)

        M - Not in use. Min-links not met

--------------------------------------------------------------------

------------

Group Port-       Type     Protocol  Member Ports      Channel

--------------------------------------------------------------------

------------

1     Po1(SU)     Eth      LACP      Eth1/35(P)        Eth1/36(P)

cs1#

5. クラスタ LIF がホームポートにリバートされたことを確認します。

「 network interface show -role cluster 」のように表示されます
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例を示します

cluster1::*> network interface show -role cluster

            Logical            Status     Network            Current

Current Is

Vserver     Interface          Admin/Oper Address/Mask       Node

Port    Home

----------- ------------------ ---------- ------------------

------------------- ------- ----

Cluster

            cluster1-01_clus1  up/up      169.254.3.4/23

cluster1-01         e0d     true

            cluster1-01_clus2  up/up      169.254.3.5/23

cluster1-01         e0d     true

            cluster1-02_clus1  up/up      169.254.3.8/23

cluster1-02         e0d     true

            cluster1-02_clus2  up/up      169.254.3.9/23

cluster1-02         e0d     true

            cluster1-03_clus1  up/up      169.254.1.3/23

cluster1-03         e0b     true

            cluster1-03_clus2  up/up      169.254.1.1/23

cluster1-03         e0b     true

            cluster1-04_clus1  up/up      169.254.1.6/23

cluster1-04         e0b     true

            cluster1-04_clus2  up/up      169.254.1.7/23

cluster1-04         e0b     true

8 entries were displayed.

cluster1::*>

6. クラスタが正常であることを確認します。

「 cluster show 」を参照してください
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例を示します

cluster1::*> cluster show

Node                 Health  Eligibility   Epsilon

-------------------- ------- ------------- -------

cluster1-01          true    true          false

cluster1-02          true    true          false

cluster1-03          true    true          true

cluster1-04          true    true          false

4 entries were displayed.

cluster1::*>

7. リモートクラスタインターフェイスに ping を実行して接続を確認します。

「 cluster ping-cluster -node local 」を参照してください
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例を示します

cluster1::*> cluster ping-cluster -node local

Host is cluster1-03

Getting addresses from network interface table...

Cluster cluster1-03_clus1 169.254.1.3 cluster1-03 e0a

Cluster cluster1-03_clus2 169.254.1.1 cluster1-03 e0b

Cluster cluster1-04_clus1 169.254.1.6 cluster1-04 e0a

Cluster cluster1-04_clus2 169.254.1.7 cluster1-04 e0b

Cluster cluster1-01_clus1 169.254.3.4 cluster1-01 e0a

Cluster cluster1-01_clus2 169.254.3.5 cluster1-01 e0d

Cluster cluster1-02_clus1 169.254.3.8 cluster1-02 e0a

Cluster cluster1-02_clus2 169.254.3.9 cluster1-02 e0d

Local = 169.254.1.3 169.254.1.1

Remote = 169.254.1.6 169.254.1.7 169.254.3.4 169.254.3.5 169.254.3.8

169.254.3.9

Cluster Vserver Id = 4294967293

Ping status:

............

Basic connectivity succeeds on 12 path(s)

Basic connectivity fails on 0 path(s)

................................................

Detected 9000 byte MTU on 12 path(s):

    Local 169.254.1.3 to Remote 169.254.1.6

    Local 169.254.1.3 to Remote 169.254.1.7

    Local 169.254.1.3 to Remote 169.254.3.4

    Local 169.254.1.3 to Remote 169.254.3.5

    Local 169.254.1.3 to Remote 169.254.3.8

    Local 169.254.1.3 to Remote 169.254.3.9

    Local 169.254.1.1 to Remote 169.254.1.6

    Local 169.254.1.1 to Remote 169.254.1.7

    Local 169.254.1.1 to Remote 169.254.3.4

    Local 169.254.1.1 to Remote 169.254.3.5

    Local 169.254.1.1 to Remote 169.254.3.8

    Local 169.254.1.1 to Remote 169.254.3.9

Larger than PMTU communication succeeds on 12 path(s)

RPC status:

6 paths up, 0 paths down (tcp check)

6 paths up, 0 paths down (udp check)

Cisco Nexus 9336C-FX2 ストレージスイッチを交換します

クラスタネットワーク内の故障したNexus 9336C-FX2スイッチは交換できます。これは
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無停止の手順です。

必要なもの

Cisco Nexus 9336C-FX2ストレージスイッチにNX-OSソフトウェアとRCFをインストールする前に、次の点
を確認します。

• ご使用のシステムでは、 Cisco Nexus 9336C-FX2 ストレージスイッチをサポートできます。

• サポートされているONTAP 、NX-OS、およびRCFのバージョンについては、Ciscoイーサネットスイッチ
のページにあるスイッチ互換性の表を参照してください。

• シスコのWebサイトで入手可能な適切なソフトウェアおよびアップグレードガイドを参照しておきます。

Cisco Nexus 3000シリーズスイッチ：

• 該当するRCFをダウンロードしておきます。

• 既存のネットワーク構成には次のような特徴があります。

◦ Cisco Ethernet Switches のページに、スイッチ上の最新の RCF および NX-OS バージョンが含まれて
います。

◦ 両方のスイッチで管理接続が確立されている必要があります。

• 交換用Cisco Nexus 9336C-FX2スイッチには、次の特徴があります。

◦ 管理ネットワーク接続は機能しています。

◦ 交換用スイッチへのコンソールアクセスが確立されています。

◦ 適切なRCFおよびNX-OSオペレーティングシステムイメージがスイッチにロードされます。

◦ スイッチの初期設定が完了しました。

このタスクについて

この手順 は、2番目のNexus 9336C-FX2ストレージスイッチS2を新しい9336C-FXスイッチNS2に置き換えま
す。2 つのノードは node1 と node2 になります。

完了する手順：

• 交換するスイッチが S2 であることを確認します。

• スイッチ S2 からケーブルを外します。

• スイッチ NS2 にケーブルを再接続します

• スイッチ NS2 のすべてのデバイス構成を確認します

RCFバージョンとNX-OSバージョンのコマンド構文には依存関係がある場合があります。

手順

1. このクラスタで AutoSupport が有効になっている場合は、 AutoSupport メッセージを呼び出してケースの
自動作成を抑制します。

'system node AutoSupport invoke -node * -type all -message MAINT=xh`

x は、メンテナンス時間の長さ（時間単位）です。
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2. ストレージノードポートのヘルスステータスをチェックして、ストレージスイッチ S1 に接続されている
ことを確認します。

storage port show -port-type enet

例を示します

storage::*> storage port show -port-type ENET

                                  Speed                     VLAN

Node           Port Type  Mode    (Gb/s) State    Status      ID

-------------- ---- ----- ------- ------ -------- --------- ----

node1

               e3a  ENET  storage 100    enabled  online      30

               e3b  ENET  storage   0    enabled  offline     30

               e7a  ENET  storage   0    enabled  offline     30

               e7b  ENET  storage   0    enabled  offline     30

node2

               e3a  ENET  storage 100    enabled  online      30

               e3b  ENET  storage   0    enabled  offline     30

               e7a  ENET  storage   0    enabled  offline     30

               e7b  ENET  storage   0    enabled  offline     30

storage::*>

3. ストレージスイッチS1が使用可能であることを確認します。

「 network device-discovery show 」のように表示されます
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例を示します

storage::*> network device-discovery show

Node/      Local Discovered

Protocol   Port  Device (LLDP: ChassisID)  Interface  Platform

--------   ----  -----------------------   ---------   ---------

node1/cdp

           e3a   S1                        Ethernet1/1 NX9336C

           e4a   node2                     e4a         AFF-A700

           e4e   node2                     e4e         AFF-A700

node1/lldp

           e3a   S1                        Ethernet1/1 -

           e4a   node2                     e4a         -

           e4e   node2                     e4e         -

node2/cdp

           e3a   S1                        Ethernet1/2 NX9336C

           e4a   node1                     e4a         AFF-A700

           e4e   node1                     e4e         AFF-A700

node2/lldp

           e3a   S1                        Ethernet1/2 -

           e4a   node1                     e4a         -

           e4e   node1                     e4e         -

storage::*>

4. showを実行します lldp neighbors 動作中のスイッチに対してコマンドを実行し、ノードとすべてのシ
ェルフの両方が表示されることを確認します。

show lldp neighbors

例を示します

S1# show lldp neighbors

Capability codes:

   (R) Router, (B) Bridge, (T) Telephone, (C) DOCSIS Cable Device

   (W) WLAN Access Point, (P) Repeater, (S) Station, (O) Other

Device ID        Local Intf   Hold-time    Capability    Port ID

node1            Eth1/1       121          S             e3a

node2            Eth1/2       121          S             e3a

SHFGD2008000011  Eth1/5       121          S             e0a

SHFGD2008000011  Eth1/6       120          S             e0a

SHFGD2008000022  Eth1/7       120          S             e0a

SHFGD2008000022  Eth1/8       120          S             e0a
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5. ストレージシステムのシェルフポートを確認します。

storage shelf port show -fields remote-device,remote-port

例を示します

storage::*> storage shelf port show -fields remote-device,remote-

port

shelf   id  remote-port   remote-device

-----   --  -----------   -------------

3.20    0   Ethernet1/5   S1

3.20    1   -             -

3.20    2   Ethernet1/6   S1

3.20    3   -             -

3.30    0   Ethernet1/7   S1

3.20    1   -             -

3.30    2   Ethernet1/8   S1

3.20    3   -             -

storage::*>

6. ストレージスイッチ S2 に接続されているすべてのケーブルを取り外します。

7. 交換用スイッチの NS2 にすべてのケーブルを再接続します。

8. ストレージノードポートのヘルスステータスを再確認します。

storage port show -port-type enet

63



例を示します

storage::*> storage port show -port-type ENET

                                    Speed                     VLAN

Node             Port Type  Mode    (Gb/s) State    Status      ID

---------------- ---- ----- ------- ------ -------- --------- ----

node1

                 e3a  ENET  storage 100    enabled  online      30

                 e3b  ENET  storage   0    enabled  offline     30

                 e7a  ENET  storage   0    enabled  offline     30

                 e7b  ENET  storage   0    enabled  offline     30

node2

                 e3a  ENET  storage 100    enabled  online      30

                 e3b  ENET  storage   0    enabled  offline     30

                 e7a  ENET  storage   0    enabled  offline     30

                 e7b  ENET  storage   0    enabled  offline     30

storage::*>

9. 両方のスイッチが使用可能であることを確認します。

「 network device-discovery show 」のように表示されます
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例を示します

storage::*> network device-discovery show

Node/     Local Discovered

Protocol  Port  Device (LLDP: ChassisID)  Interface   Platform

--------  ----  -----------------------   ---------   ---------

node1/cdp

          e3a  S1                         Ethernet1/1 NX9336C

          e4a  node2                      e4a         AFF-A700

          e4e  node2                      e4e         AFF-A700

          e7b   NS2                       Ethernet1/1 NX9336C

node1/lldp

          e3a  S1                         Ethernet1/1 -

          e4a  node2                      e4a         -

          e4e  node2                      e4e         -

          e7b  NS2                        Ethernet1/1 -

node2/cdp

          e3a  S1                         Ethernet1/2 NX9336C

          e4a  node1                      e4a         AFF-A700

          e4e  node1                      e4e         AFF-A700

          e7b  NS2                        Ethernet1/2 NX9336C

node2/lldp

          e3a  S1                         Ethernet1/2 -

          e4a  node1                      e4a         -

          e4e  node1                      e4e         -

          e7b  NS2                        Ethernet1/2 -

storage::*>

10. ストレージシステムのシェルフポートを確認します。

storage shelf port show -fields remote-device,remote-port
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例を示します

storage::*> storage shelf port show -fields remote-device,remote-

port

shelf   id    remote-port     remote-device

-----   --    -----------     -------------

3.20    0     Ethernet1/5     S1

3.20    1     Ethernet1/5     NS2

3.20    2     Ethernet1/6     S1

3.20    3     Ethernet1/6     NS2

3.30    0     Ethernet1/7     S1

3.20    1     Ethernet1/7     NS2

3.30    2     Ethernet1/8     S1

3.20    3     Ethernet1/8     NS2

storage::*>

11. ケースの自動作成を抑制した場合は、 AutoSupport メッセージを呼び出して作成を再度有効にします。

「 system node AutoSupport invoke -node * -type all -message MAINT= end 」というメッセージが表示さ
れます
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